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●恵みの森づくりコンソーシアム　presents　森あそび・森まなび」開催の様子
会場には、たくさんの家族が訪れ、森や木にふれ、森とつながり、人とつながり
ました。（詳しくはＰ６参照）
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岐阜県の森林・林業

「恵みの森づくりコンソーシアム  presents
森あそび・森まなび」を開催！
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森林・林業関係イベントカレンダー（3月～5月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●「植える緑化」から「使う緑化」へをスロー
ガンに家庭募金、企業募金、職場募金など
を実施します。

●４月７日（土）に「道三まつり」の会場で、
「ミス日本みどりの女神」も参加して街頭募
金を行います。

●内容：第１６期生の卒業式を行います。
●時間：１０：００～
●参加料：不要
●出席予定者：森林文化アカデミー教職員、在

校生、卒業生、招待者、卒業生の関係者

3月5日㈪

公益社団法人
岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577

街頭募金：
岐阜市若宮町五丁目

森林文化アカデミー
森の情報センター

（美濃市曽代88）

緑の募金（春期）

平成２９年度
森林文化アカデミー
卒業式

3月1日㈭～
5月31日㈭

森
の
名
手
・
名
人
シ
リ
ー
ズ 

（45）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/
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　今年度から「第３期岐阜県森林づくり基本計画」がスタートし、望ましい森林配置への誘導や人工林の齢級構成の平準化を目指す
「１００年先の森林づくり」に取り組んでいます。
　１００年先の森林づくりの基盤となる「１００年の森林づくり計画（森林配置計画）」の策定にあたっては、市町村ごとに関係者の意
見を十分踏まえたうえで策定することとしており、今年度は、１月末までに森林の所在する県
内全３４市町村において、延べ７２回の地域検討会が開催されました。
　来年度以降も地域検討会での議論を継続し、第３期岐阜県森林づくり基本計画の最終年
度である平成３３年度末までに、県内すべての民有林を「木材生産林」または「環境保全林」
に設定することとしています。
　「１００年先の森林づくり」の取り組みについて、引き続きみなさまのご理解・ご協力をよろ
しくお願いいたします。

　今年度から取り組みが始まった「１００年先の森林づくり」について、分かりやすくまとめた小冊子「１００年先の森林づ
くり　～ミナモと一緒に考えよう～」を作成しました。この小冊子は、県が実施する「緑と水の子ども会議」の実施校に
配布するとともに、市町村及び農林事務所等へも配布を行う予定です。
　小学校高学年の児童を主な対象に作成しましたが、写真やイラストを多用するとともに、クイズ形式でミナモと一緒に
考える形式となっているため、小学校低学年の児童でも理解
できる内容となっています。岐阜県の森林の現状や課題につ
いても紹介しているため、是非ご家族の方たちと一緒に学ん
でいただきたいと思います。

「１００年先の森林づくり」の小冊子を作成しました

100年の森林づくり計画（森林配置計画）の策定に係る
地域検討会開催状況について

【林政課 １００年の森づくり推進室　倉田 祥彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 内線（３０２5）

【林政課 １００年の森づくり推進室　川口 晋平】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 内線（３０２7）

策定された関ケ原町の森林配置計画県内で最初に開催された御嵩町の地域検討会開催状況

作成した小冊子
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹
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。
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縄
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①
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②
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更
に
、
堅
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が
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っ
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場
合
は
、
カ

ン
ジ
キ
の
下
に
木
製
の
爪
や
エ
ゾ
シ
カ

の
角
を
つ
け
、
傾
斜
地
を
歩
く
専
用
の
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は
、
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を
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反
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か
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し
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形
と
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ま
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こ
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で
輪
カ
ン
ジ
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の
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つ
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見
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入
手
し
易
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、
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全
国
的
に
は
ク
ロ
モ
ジ
や
マ
ン
サ
ク
、
マ

ユ
ミ
、グ
ミ
、ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、ク
マ
ヤ
ナ
ギ
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
リ
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ブ
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
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が
使
わ
れ
、
北
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道
で
は
サ
ル
ナ
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や
ヤ
マ
グ
ワ
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
、秋
田
県
な
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で
は
サ
ル
ナ
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新
潟
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や
長
野
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で
は
ト
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リ
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使
わ
れ
ま
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。

　

さ
て
私
の
カ
ン
ジ
キ
は
ク
ロ
モ
ジ
で

で
き
た
登
山
や
狩
猟
用
の
も
の
と
、
ク

マ
ヤ
ナ
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と
ネ
マ
ガ
リ
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で
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昔
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る
一
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っ
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。

▲左が登山用、右が雪降ろし・平原用
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※詳細は県ＨＰ　　　　　　　　　　　　　　　　 で検索ください。

　県は、岐阜県産材を使用し先進的なデザインを取り入れた施設や木の良さを感じることのできる「ぎふの木づかい施設」を新たに認定しました。

　「ぎふの木づかい施設」とは、第３９回全国育樹祭を契機に、木の良さや県産材を利用することの公益的な意義を広く県民にＰＲするため、岐阜

県産材を使用し先進的なデザインを取り入れた施設や木の良さを感じることのできるとして認定される施設で、平成２７年度から開始しました。

　今回は、有識者・関係者からの意見等も踏まえ、ぎふの木を随所に巧みに散りばめた意匠性の高いロールモデルとなる計１０施設を認定しました。

　今後も、県はあらゆる施策、広報、プロモーション活動などを通じて、県産材の利用拡大を図ってまいります。

【県産材流通課　富田 清一郎】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ848７  県産材流通課まで

新たな「ぎふの木づかい施設」を認定しました

検索岐阜県　ぎふの木づかい施設

東京オリ・パラ大会関連施設での県産木材利用促進について

【知事・森会長】 【県・６市町村】

　県では、東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、
「大会」という）の関連施設において県産材を活用してもらうた
め、大会関連団体への働きかけ等を行っているところですが、昨
年９月、選手村ビレッジプラザ（選手等が利用する飲食や物販等
の施設）への木材提供の事業協力者に、岐阜県と６市町村（関
市・中津川市・郡上市・下呂市・白川町・東白川村）が選定され、11
月24日には、東京において大会組織委員会による感謝状贈呈式
が開かれ、森会長から知事及び６市町村代表者が直接感謝状を
受領しました。
　また、県では「県産材競争力強化販路拡大支援事業」により、
大会に向けた新製品開発や試作品作成等へ支援していますが、今
回この事業を活用して、中津川市のケーエム産業㈱が、空手会場
等の競技用マットの土台に県産ヒノキ材（中津川市産材）を利用
した製品見本を作成し、本年1月19日にその披露式を開催しまし
た。式では、西濃運輸㈱空手道部の選手等による模範演武も行
われ、選手からは「気持ちよく演じられた」との感想もいただき
ました。
　県としては、このような製品の採用に向け今後も積極的にＰＲ
活動等を行っていきます。

【県産材流通課　二木】

 

ひよし幼稚園
新和建設　各務原展示場
池辺保育園
関市立南ヶ丘保育園
ほほえみ栄町
郡上八幡南部コミュニティ消防センター
川辺町おおぞら教室
東濃信用金庫　白川支店
飛騨市立さくら保育園
龍華保育園

学校法人小島学園
(株)新和建設
社会福祉法人池辺育心会
関市
社会福祉法人桜友会
郡上市
川辺町
東濃信用金庫
飛騨市
社会福祉法人石浦龍華会

幼稚園
展示場
保育所
福祉施設
福祉施設
社会教育施設
児童福祉施設
金融機関
保育園
保育園

16.9
42.3
3.2
22.6
137.7
50.2
77.4
―

387.3
22.3

各務原市那加新田町１－７８、８０－１
各務原市蘇原青雲町３－４１－１
養老郡養老町瑞穂１３０－３
関市倉知２９１６－２１
関市栄町２－８－１
郡上市八幡町大正町４７
加茂郡川辺町中川辺１５３７－１
加茂郡白川町河岐１７３３－３
飛騨市古川町杉崎５５３－１
高山市石浦町７－３４５

ぎふ証明材
使用量（㎥） 住所施設名 業　種施設管理者
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　恵みの森づくりコンソーシアムは、森、木、
環境や商工業等の様々な業種の企業や団体、
個人で構成され、美しい森林を次世代に残すた
め、森林の望ましい姿、活用方法等について考
え実践している組織です。
　この度、1月14日(日)に、岐阜駅前のじゅうろ
くプラザ（岐阜市）にて、「恵みの森づくりコン
ソーシアム presents 森あそび・森まなび」を
開催しました。

　参加者らに、県産ヒノキの丸太切りや、自分で輪切りした木を使ったお皿やキーホルダーづくりなど、森づくりから森の恵み
を生かす体験をしていただきました。その他、会員による、圧縮木材の実験、アロマオイル（森の香り）のハンドマッサージ、木
製品や取組の紹介などが行われ、森の恵みについて知って、あそんで、学んでいただく内容となり、多くの来場者でにぎわいました。
　また、特別講演会では、作家で環境保護活動家のＣ．Ｗ．ニコルさんに、「恵みの森に感謝して生きる」と題して講演いただ
き、恵みの森に感謝することの大切さを改めて感じていただけたものと思います。
　当会では会員を募集しております。お問い合わせは、事務局（県恵みの森づくり推進課）まで。

　去る12月19日（火）、岐阜県庁において、岐阜県森林技術開発・普及コンソーシ
アム（以下、コンソーシアム）が、岐阜県知事に対して要望活動を実施しました。
　岐阜県議会林業活性化促進議員連盟会長の早川捷也県議会議員の挨拶の後、
コンソーシアムの涌井史郎理事長から知事へ要望書が手渡され、各分野を代表し
てコンソーシアムの会員である林業関連５団体の会長から、下記の項目について
要望内容の説明が行われました。
　古田知事からは、「人材育成、森林整備、木材産業の振興まで、問題意識はほぼ
同じ。財源をいかに振り分けるか知恵を絞りたい」とコメントをいただきました。

【恵みの森づくり推進課　福井　樹】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 内線（３０34） 恵みの森づくり推進課まで

【岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム事務局（岐阜県立森林文化アカデミー 森林技術開発・支援センター 産学官連携係）】
●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 0575ｰ35ｰ2535 森林技術開発・支援センターまで

C.W.ニコルさんによる講演 会員による取組紹介

恵みの森づくりコンソーシアム presents 

森あそび・森まなび を開催！

岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアムによる知事へ要望活動
― 林業・木材関連産業を岐阜県の成長産業とするために ―

❶人材の育成と活用
　● 市町村の林業行政への支援強化
　● 担い手育成に関する予算の確保
　● 人づくりを担う
　　「木のふれあい館（仮称）」の整備

❷森林整備及び木材生産の推進
　● ニホンジカ等による森林被害
　　防止の総合的な対策の充実
　● 間伐・主伐・再造林の推進
　● 木材生産の効率化

❸木材産業の活性化
　● 木材の安定供給及び、
　　製材工場の体制強化
　● 多様な分野への木材利用の推進
　● 新製品・新技術の開発促進

■提案・要望項目
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【恵みの森づくり推進課　森　孝博】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3026）恵みの森づくり推進課まで

■最優秀

　県では、緑化の意義などを普及啓発するため、昭和５８年度より県内の小・中学校、高等学校、特別支援学校の児童、生徒を
対象に「岐阜県緑化運動ポスターコンクール（後援：岐阜県教育委員会、公益社団法人岐阜県緑化推進委員会）」を実施しています。
　平成２９年度は、県内９６校から６７４点の応募があり、審査の結果、入賞作品４０点が決定しました。

平成29年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール

小学校・低学年の部

小川 遥叶さん
安八町立結小学校1年

小学校・高学年の部

近勢 こころさん
富加町立富加小学校6年

中学校の部

日比 はるひさん
大垣市立北中学校3年

高等学校の部

林　純那さん
岐阜県立多治見工業高等学校2年

入賞作品が決定しました！

　平成30年１月20日（土）に岐阜県博物館において、
県及び公益社団法人岐阜県緑化推進委員会の主催
による「平成29年度岐阜県みどりの少年団活動発表
大会」を開催し、４団のみどりの少年団が参加して、
日頃の森林づくり活動、地域での奉仕活動、学校林
の保全活動など、１年間の活動成果について、元気
よく発表してくれました。
　審査の結果、長島小学校みどりの少年団が最優
秀に選ばれました。発表内容は、学校林で森の健
康診断による間伐をみんなで行い、その結果を学校
新聞にまとめるなどで、一連の活動を的確に行った
ことが評価され、今後の活動が大いに期待されるも
のでした。
　みどりの少年団の皆さんには、森林や緑を愛し、
守り、育てる心を大切に、地域の絆を深め、団員み
んなの力を合わせて活動を楽しんでいってほしいと
思います。
　この発表大会は、来年度以降も開催する予定です
ので、みどりの少年団の皆様の参加を期待しています。

を開催しました

谷汲小学校みどりの少年団
（揖斐川町）

長島小学校みどりの少年団
（恵那市）

上原小学校みどりの少年団
（下呂市）

海津市立城南中学校
（海津市）

各少年団の発表状況

「岐阜県みどりの少年団活動発表大会」
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浅
野

　貞
夫
（
69
）

森

　愛
惠

岐
阜
県
岐
阜
市

平
成
26
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

45

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県
立
加
茂
農
林
高
等
学
校
２
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
20
年
８
月
26
日
生
ま
れ

●
職
業
：
彫
刻
師

浅
野

　貞
夫
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

あ
さ 

 

の

　
　

  

さ
だ   

お

　
23
歳
か
ら
彫
刻
に
携
わ
り
、26
歳
の
時
に「
浅
野
彫

刻
」を
設
立
。以
後
、銘
木（
秋
田
杉
、屋
久
杉
、神
代
杉
、

イ
チ
イ
等
）を
活
用
し
、欄
間
、社
寺
彫
刻
、家
紋
、看
板

彫
刻
な
ど
の
彫
刻
品
の
製
作
や
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。近

年
は
、彫
刻
教
室
の
教
材
、机
、椅
子
、小
物
入
れ
な
ど
の

木
製
品
の
製
作
も
行
う
と
と
も
に
、若
い
人
の
指
導
に
も

力
を
入
れ
、技
術
の
継
承
に
細
心
し
て
い
る
。

　
ま
た
、出
身
地
の
本
巣
市
根
尾
大
河
原
地
区
の
自
治

会
長
や
保
存
会
の
会
長
と
し
て
、神
社
の
清
掃
、祭
り
の

開
催
、人
家
の
雪
囲
い
な
ど
集
落
の
保
全・保
存
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

１
．
欄
間

　

欄
間
と
い
う
の
は
、
ふ
す
ま
の
上
に
あ
って
部
屋
と
部
屋

の
空
気
も
通
う
し
、
見
て
癒
さ
れ
た
り
、
見
て
楽
し
む
っ

て
こ
と
も
で
き
る
。
欄
間
の
種
類
は
、
私
の
得
意
と
し
と

る「
象ぞ
う

嵌が
ん

欄
間
」と
、
彫
る
の
が
難
し
い「
透
か
し
欄
間
」、

そ
れ
と
普
通
に
彫
る「
彫
刻
欄
間
」が
あ
って
、
風
景
を
彫

る
の
が
多
い
で
す
ね
、
滋
賀
県
の「
近
江
八
景
」と
か
。
彫

刻
欄
間
は
明
る
い
部
屋
で
見
る
と
彫
刻
が
浮
き
出
て
よ
く

見
え
て
、
透
か
し
欄

間
は
ね
、
隣
の
部
屋

の
電
気
を
つ
け
る
と

そ
の
柄
が
浮
い
て
出
て

く
る
の
。
そ
の
雰
囲

気
が
２
つ
と
も
違
っ
て

良
い
よ
。

　

私
の
彫
刻
は
ほ
と

ん
ど
着
色
し
な
い
か

ら
、
店
に
切
り
端
揃

え
て
出
し
て
あ
る
け

４
．
欄
間
を
作
る

　

最
初
は
、
自
分
で
丸
太
を
買
って
き
た
り
製
材
で
切
って

も
ら
っ
て
、
欄
間
を
作
る
の
に
ど
う
いっ
た
板
が
良
い
かっ
て

い
う
選
別
や
ね
。
そ
れ
か
ら
機
械
に
か
け
て
板
を
削
っ
た
り
、

注
文
の
厚
さ
に
切
って
加
工
す
る
。

　

下
絵
を
描
く
に
は
、
チ
ョー
ク
で
下
絵
の
輪
郭
を
と
って
、

色
鉛
筆
で
段
々
絵
の
形
を
と
る
。
そ
ん
で
、
い
ら
な
い
と
こ

ろ
を
切
って
と
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
木
と

木
の
つ
な
が
り
と
か
絵
と
絵
の
つ
な
が
り
が
分
か
ら
な
く
な

る
か
ら
ね
。
そ
し
て
彫
り
始
め
る
。

　

板
を
彫
っ
て
ま
っ
て
か
ら
で
も
、
ま
ん
だ
周
り
の
縁
を
作

ら
ん
な
ら
ん
。
そ
れ
を
彫
って
か
ら
、
最
後
に
磨
き
を
か
け

て
完
成
。

　

欄
間
に
は
、
並
と
並
彫
り
、
上
彫
り
と
特
上
と
あ
って
、

そ
れ
に
よ
っ
て
絵
も
、
描
き
方
と
完
成
ま
で
の
時
間
も
違

う
。
板
の
厚
み
に
も
よ
る
け
ど
、
松
竹
梅
と
か
細
か
い
柄

は
彫
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
予
算
に
も
よ
る
し
ね
。

５
．
欄
間
彫
り

　

欄
間
に
は
め
込
む「
象
嵌
」
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
や
け

ど
、
１
枚
の
板
に
彫
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
別
の
板
を
は
め
込
ん

で
、
裏
か
ら
見
て
も
表
か
ら
見
て
も
同
じ
よ
う
な
柄
に
な

る
欄
間
。
１
枚
の
板
に
部
分
的
な
彫
刻
を
し
て
か
ら
く
り

抜
い
て
、
別
の
木
材
を
は
め
込
む
。
大
き
い
も
の
は
ね
、
板

の
長
さ
が
２ｍ
で
、
幅
が
１ｍ
の
１
枚
板
に
い
ろ
ん
な
柄
を
は

め
込
む
の
。
象
嵌
は
な
か
な
か
難
し
い
。
い
ろ
ん
な
柄
を
は

め
込
も
う
と
思
う
と
あ
る
程
度
の
技
術
が
な
い
と
入
ら
な

い
。
そ
う
い
う
の
を
私
は
得
意
と
し
て
ま
す
。

　

私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
新
し
い
柄
で
作
っ
た
の
。
そ
れ
は
自

分
で
も
自
慢
で
き
る
欄
間
で
、
裏
と
表
を
違
う
柄
で
彫
っ

た
の
。
絵
巻
か
ら
と
っ
た
柄
だ
っ
た
か
ら
巻
物
の
形
に
し
た

よ
う
な
縁
に
し
て
、
表
は
武
士
と
殿
様
が
狩
り
を
し
て
い

て
、
お
城
の
中
で
料
理
作
っ
と
る
と
こ
と
か
ね
、
裏
は
富
士

山
。
作
っ
た
の
は
20
年
前
か
30
年
前
ぐ
ら
い
に
な
る
か
も
し

れ
ん
。
そ
れ
は
ね
、
キ
リ
の
木
で
彫
っ
た
ん
で
す
。
普
通
の

欄
間
は
空
気
が
通
る
穴
が
開
い
て
る
ん
や
け
ど
穴
を
開
け

ず
に
彫
っ
た
。
貫
通
さ
せ
て
、
い
ら
な
い
と
こ
ろ
は
取
っ
た
方

と
る
ス
ギ
や
な
く
て
銘
木
が
良
い
。
で
も
冬
目
が
堅
い
か
ら

な
か
な
か
彫
り
に
く
い
。

　

今
は
ね
、
ほ
と
ん
ど
切
っ
て
し
ま
っ
て
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
ん
だ
け
ど
、
秋
田
ス
ギ
って
言
っ
た
ら
銘
木
中
の
銘
木
。

ス
ギ
の
中
で
１
番
高
級
な
の
は
屋
久
ス
ギ
や
ね
。
世
界
遺

産
に
な
っ
て
て
切
れ
な
い
け
ど
、
普
通
の
ス
ギ
と
樹
齢
が
全

然
違
う
。
1
0
0
0
年
以
上
た
た
ん
と
屋
久
ス
ギ
と
は
言

わ
ん
。
そ
れ
と
ね
、
神
代
ス
ギ
。
主
に
東
北
で
と
れ
る
ん

だ
け
ど
、
昔
の
震
災
や
な
ん
か
で
土
の
中
に
埋
ま
っ
た
石
炭

に
な
る
寸
前
の
木
ね
。
そ
れ
を
掘
り
だ
し
て
使
う
の
。
神

代
ス
ギ
は
製
材
で
切
って
時
間
が
た
つ
と
黒
く
な
って
く
る
ん

よ
。

ど
何
も
や
っ
て
な
い
で
す
。
色
を
つ
け
る
に
し
て
も
透
明
で

す
。自
然
な
木
を
見
て
も
ら
う
。そ
う
い
う
の
が
多
い
で
す
。

２
．彫
刻
刀

　

彫
刻
刀
は
主
に
、
切
り
出
し
と
か
丸
の
み
、
三
角
刀
を

使
い
ま
す
。
切
り
出
し
は
、
切
っ
た
小
口
を
削
っ
た
り
す
る

の
に
使
う
。
丸
の
み
は
、
丸
い
と
こ
を
と
っ
た
り
す
る
の
が

特
徴
で
、
三
角
刀
は
材
木
で
作
っ
た
マツ
の
葉
を
刻
ん
だ
り

す
る
の
に
使
う
ね
。
ち
っ
ち
ゃ
い
も
の
を
作
る
と
き
は
道
具

も
ち
っ
ち
ゃ
く
な
る
よ
。
形
や
大
き
さ
が
変
わ
る
だ
け
で
基

本
は
３
種
類
。
私
は
1
0
0
本
ぐ
ら
い
彫
刻
刀
を
も
っ
と

る
。
普
段
は
そ
ん
な
に
使
わ
な
い
け
ど
ね
、
込
み
入
っ
た
も

の
を
作
る
と
き
に
ほ
し
い
か
ら
。

３
．
欄
間
に
使
う
木

　

欄
間
に
使
う
木
は
大
体
、
ス
ギ
が
多
い
ん
で
す
。
木
目

が
す
ご
く
綺
麗
に
見
え
る
か
ら
ね
。
ス
ギ
で
も
樹
齢
が
ね
、

2
0
0
年
、
3
0
0
年
の
も
ん
が
良
く
て
、
普
通
に
生
え

彫
刻
師

私
と
彫
刻

―
欄
間
に
か
け
る
想
い
―

岐阜県の笠松の馬をイメージして作った彫刻欄間

左側の木が屋久スギ、右側が神代スギ。色が全然違う

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 8



浅
野

　貞
夫
（
69
）

森

　愛
惠

岐
阜
県
岐
阜
市

平
成
26
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、50
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

45

森の
名手・名人
シリーズ

岐
阜
県
立
加
茂
農
林
高
等
学
校
２
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
20
年
８
月
26
日
生
ま
れ

●
職
業
：
彫
刻
師

浅
野

　貞
夫
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

あ
さ 

 

の

　
　

  

さ
だ   

お

　
23
歳
か
ら
彫
刻
に
携
わ
り
、26
歳
の
時
に「
浅
野
彫

刻
」を
設
立
。以
後
、銘
木（
秋
田
杉
、屋
久
杉
、神
代
杉
、

イ
チ
イ
等
）を
活
用
し
、欄
間
、社
寺
彫
刻
、家
紋
、看
板

彫
刻
な
ど
の
彫
刻
品
の
製
作
や
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。近

年
は
、彫
刻
教
室
の
教
材
、机
、椅
子
、小
物
入
れ
な
ど
の

木
製
品
の
製
作
も
行
う
と
と
も
に
、若
い
人
の
指
導
に
も

力
を
入
れ
、技
術
の
継
承
に
細
心
し
て
い
る
。

　
ま
た
、出
身
地
の
本
巣
市
根
尾
大
河
原
地
区
の
自
治

会
長
や
保
存
会
の
会
長
と
し
て
、神
社
の
清
掃
、祭
り
の

開
催
、人
家
の
雪
囲
い
な
ど
集
落
の
保
全・保
存
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

が
楽
な
ん
だ
け
ど
ね
。

　

欄
間
の
中
で
は
透
か
し
欄
間
が
難
し
い
。
直
線
と
か
筋
で

風
景
と
か
動
物
を
表
さ
ん
な
ら
ん
で
ね
。
普
通
に
彫
る
よ

り
も
透
か
し
彫
り
の
方
が
正
確
さ
が
大
切
。
ま
っ
す
ぐ
な

直
線
で
も
機
械
や
な
く
て
手
で
や
ろ
う
と
思
う
と
、
ち
ょっ

と
で
も
曲
がっ
た
ら
ま
っ
す
ぐ
に
見
え
な
い
か
ら
。
あ
と
ね
、

技
も
難
し
い
。
尖
っ
た
長
い
彫
刻
刀
で
く
り
抜
い
た
り
綺
麗

に
削
っ
た
り
す
る
か
ら
。
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
よ
。

　

私
が
彫
刻
師
に
な
っ
た
と
き
は
彫
刻
欄
間
ば
っ
か
や
っ
て

た
ん
だ
け
ど
、
後
に
な
って
く
る
と
象
嵌
欄
間
と
か
透
か
し

欄
間
が
時
代
に
よ
っ
て
多
く
な
っ
て
き
た
ね
。
昔
も
あ
っ
た

や
ろ
う
け
ど
、
そ
ん
な
に
多
く
な
かっ
た
と
思
う
。

６
．
欄
間
が
抱
く
問
題

　

昔
は
毎
日
欄
間
を
彫
って
た
。
休
み
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な

かっ
た
で
ね
。
欄
間
だ
け
を
持
ち
歩
く
業
者
が
い
て
ね
、
欄

間
だ
け
で
生
活
で
き
と
っ
た
。
そ
の
頃
は
建
て
売
り
と
か
ど

ん
な
家
で
も
欄
間
が
ほ
と
ん
ど
入
る
時
代
だ
っ
た
か
ら
。
良

い
家
に
な
っ
て
く
る
と「
う
ち
は
こ
う
い
う
す
ご
い
欄
間
を

入
れ
た
」と
か
自
慢
に
し
て
ね
…
。
今
、
欄
間
を
入
れ
る

よ
う
な
家
は
建
って
な
い
し
、
阪
神
の
地
震
か
ら
建
築
が
ガ

ラッ
と
変
わ
っ
ち
ゃって
。
ほ
ん
で
、
耐
震
耐
震
で
日
本
の
家

屋
の
良
さ
が
か
な
り
消
え
て
し
ま
って
。
政
府
の
方
も
耐
震

ば
っ
か
り
。
今
ま
で
ね
、
大
工
さ
ん
に
頼
ん
で
い
た
こ
と
も

も
う
今
は
や
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
て
全
部
自
分
で
や
っ

て
る
。
今
は
欄
間
だ
け
で
や
っ
と
っ
た
ら
廃
業
や
わ
ね
。

７
．
欄
間
以
外
の
彫
り
物

　

お
寺
関
係
に
な
る
ん
や
け
ど
、「
虹こ
う

梁り
ょ
う

」と
か
ね
、
お
客
さ

ん
に
頼
ま
れ
る
と
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
た
り
。
昨
年
は
学
習
机

を
頼
ま
れ
た
ね
。
椅
子
な
ん
か
は
ね
、
調
節
で
き
る
よ
う

９
．
危
機
！
！
！
！

　

昔
、
欄
間
を
彫
っ
と
っ
た
間
は
他
の
こ
と
は
や
って
な
かっ

た
。
こ
こ
ま
で
少
な
く
な
る
と
は
思
って
な
かっ
た
な
ぁ
。
今

は
家
屋
が
変
わ
って
ま
っ
た
で
他
の
も
の
ば
っか
り
彫
って
る
。

や
っ
ぱ
残
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
か
ん
の
や
け
ど
ね
。
日
本
の
良

い
と
こ
と
か
知
っ
て
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
も
っ
た
い
な

い
。
う
ち
が
色
々
や
っ
て
も
ら
っ
て
た
大
工
さ
ん
も
高
齢
に

な
っ
た
り
亡
く
な
っ
た
り
し
て
、良
い
技
術
も
って
る
人
が
ね
、

仕
事
が
で
き
な
く
な
って
る
か
ら
。
僕
も
ね
、
親
父
じ
ゃ
な

く
て
自
分
か
ら
始
め
た
仕
事
だ
か
ら
息
子
に
押
し
つ
け
る
こ

と
は
し
な
い
。
途
中
で
や
って
み
た
い
と
か
言
わ
れ
て
も
１
年

や
２
年
で
で
き
る
こ
と
や
な
い
し
、
僕
が
や
って
き
た
こ
と
が

す
ぐ
で
き
れ
ば
誰
で
も
な
れ
る
ん
や
け
ど
…
。難
し
い
よ
ね
。

　

日
本
の
良
さ
は
い
っ
ぱ
い
家
に
詰
ま
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、

み
ー
ん
な
な
く
な
って
く
も
ん
ね
。
若
い
人
が
そ
れ
を
望
む

ん
や
し
ね
。
た
ま
に
和
室
が
好
き
っ
て
人
も
み
え
る
け
ど
、

10
分
の
１
よ
り
も
少
な
い
か
も
し
れ
ん
ね
ぇ
。

け
ど
ね
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
わ
な
い
こ
と
は
結
構
あ
る
け

ど
…
。

　

う
ち
ら
は
納
期
が
早
い
こ
と
が一番
苦
労
す
る
ね
。
そ
れ

ま
で
に
間
に
合
わ
せ
ん
な
ら
ん
か
ら
い
く
つ
も
抱
え
て
い
る

と
厳
し
い
。

に
作
ら
し
て
も
ら
っ
た
。
表
札
も
彫
る
よ
。
看
板
も
お
菓

子
屋
さ
ん
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
２
週
間
や
３
週
間
で
で
き

ま
す
。
あ
と
は
、
彫
刻
教
室
の
教
材
の
も
と
を
作
っ
て
あ

げ
て
る
ん
で
す
。
姿

見
の
鏡
の
横
の
バ
ラ
と

か
を
下
書
き
と
か
描

い
て
彫
る
ば
っ
か
り
に

し
て
あ
げ
る
の
。
大

量
生
産
は
で
き
な
い

け
ど
…
。
大
き
い
彫

り
物
に
な
る
と
手
で

持
て
な
い
よ
う
な
も

の
も
扱
う
こ
と
も
あ

る
し
、
小
さ
い
も
の
は

ほ
ん
と
に
ち
っ
ち
ゃ
い

よ
。

　

田
舎
に
行
く
と
１

枚
板
の
戸
が
あ
る
ん

だ
け
ど
、
そ
れ
に
松

と
梅
、菊
と
蘭
を
彫
っ

た
ん
で
す
。
４
枚
セッ

ト
で
。
そ
う
い
う
大
き

い
も
の
に
彫
っ
た
こ
と

が
印
象
深
い
で
す
。

８
．
彫
刻
師
と
し
て

　

仕
上
が
っ
た
作
品
の
中
に
は
気
に
入
ら
な
い
も
の
も
あ
っ

て
１
０
０
％
満
足
で
き
る
も
の
は
な
か
な
か
で
き
な
い
ん
だ

け
ど
、
満
足
の
い
く
も
の
が
で
き
た
と
き
の
達
成
感
と
い
う

の
が
良
い
よ
ね
。
私
ら
の
や
る
こ
と
は
溶
け
て
消
え
る
も
ん

は
な
ん
も
な
い
。
後
に
も
全
部
残
っ
て
く
る
か
ら
、
い
い
加

減
な
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

周
り
か
ら
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
で
思
う
よ
う
に
で
き
る

の
が
良
い
。
い
つ
も
や
っ
て
る
手
慣
れ
た
も
の
よ
り
初
め
て

手
掛
け
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
迷
って
眠
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
ん
だ
け
ど
、
布
団
の
中
で
あ
る
程
度
完
成
さ
せ
る
構

図
を
描
く
ん
で
す
。
想
像
の
中
で
ね
、
い
ろ
ん
な
や
り
方

を
や
っ
て
み
て
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
そ
れ
か
ら
か
か
る
ん
で
す

名人が作った名刺入れ木材を彫るには力が必要！

名人の名刺。
木でできていてかっこいい！

名人が作った表札名人が作った小物入れ
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
４
ー
４
３
ー
１
１
１
１（
代
）

　
　
　
　

 

　
　
　関
ケ
原
町
役
場
産
業
建
設
課
林
務
係
ま
で

15

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

関
ケ
原
町
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

関
ケ
原
町
の
森
林
づ
く
り

今
須
の
森
林
で
枝
打
ち
や
丸
太
の
皮
む
き
体
験

を
し
た
り
、
丸
太
切
り
競
争
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②「
今
須
ス
ギ
Ｐ
Ｒ
事
業
」

　

平
成
28
年
に
、
町
内
の
農
林
業
者
の
有
志
で

組
織
さ
れ
た「
今
須
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が

発
足
。
地
元
関
ケ
原
町
の
他
、
東
名
阪
の
都
市

を
回
り
地
元
木
材
の
販
売
拡
大
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で

今
須
杉
を
使
っ
た
ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
商
品
の
開
発

か
ら
イ
ベ
ン
ト
企
画
も
行
い
、
地
元
の
新
聞
や

情
報
誌
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
出

演
Ｐ
Ｒ
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
対
し
て
も
公
益
的
機
能
を

有
す
る
森
林
の
維
持
管
理
に
対
し
て
の
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
各
活
動
を
通
じ
て
山
づ
く
り
の

大
切
さ
、
必
要
性
を
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
啓

発
す
る
こ
と
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
生
産
の
推
進

　

本
町
の
林
業
は
木
材
生
産
機
能
を
中
心
と
し

た
拡
大
造
林
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
長
引
く

林
業
不
況
と
経
済
流
通
機
構
の
変
化
に
よ
る
木

材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
山

づ
く
り
に
対
す
る
意
欲
が
薄
ら
い
で
お
り
、
ま

た
林
業
技
術
者
の
担
い
手
・
後
継
者
不
足
に
よ

り
森
林
整
備
が
行
き
届
か
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
事
態
を
打
開
し
、
町
内
林

業
の
活
性
化
、
森
林
整
備
の
見
直
し
を
推
進
す

べ
く
若
手
林
業
者
で
組
織
さ
れ
る「
今
須
プ
ロ

森
林
の
概
要

　

関
ケ
原
町
は
岐
阜
県
の
西
端
に
あ
り
、
滋
賀

県
と
の
県
境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

京
圏
と
関
西
圏
の
中
間
点
に
あ
り
、
北
か
ら
は

伊
吹
山
、
南
か
ら
は
養
老
山
脈
が
迫
る
と
い

う
地
形
に
あ
り
、
町
の
総
面
積
が
４
，９
２
９

ha
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
う
ち
森
林
面
積
が

３
，８
０
２
ha
で
総
面
積
の
約
77
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
森
林
の
大
部
分
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を

主
と
し
た
人
工
林
で
あ
り
、
人
工
林
面
積
は
２
，

３
８
０
ha
で
公
社
造
林
等
の
分
収
造
林
地
を
は

じ
め
、
町
有
林
等
の
森
林
整
備
の
推
進
に
よ
り
、

人
工
林
率
は
約
63
％
と
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
町
の
西
南
部
に
位
置
し
て
い
る
今

須
地
区
に
お
い
て
は
百
有
余
年
の
歴
史
を
持
ち
、

全
国
で
も
希
な
人
工
更
新
で
成
立
し
た
択
伐
林

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
町
全
域
に
わ
た
り
水

源
涵
養
、
山
地
災
害
防
止
機
能
を
有
す
る
地
域

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
浸
透
・
保
水
能
力

の
高
い
森
林
土
壌
の
維
持
及
び
下
層
植
生
の
良

好
な
発
達
が
確
保
で
き
、
土
砂
流
出
防
止
や
森

林
の
公
益
的
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
の
複
層

林
施
業
、
天
然
林
の
育
成
施
業
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
施
業
推
進
を
行
う
と
共
に
、
林
道
網

の
整
備
に
よ
り
木
材
等
の
生
産
機
能
を
発
揮
で

き
る
森
林
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
結
成
し
、
森
林
・
林
産
物

の
利
活
用
、
今
須
地
区
の
地
域
振
興
に
各
種
の

活
動
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

関
ケ
原
町
産
直
住
宅
建
築
組
合
や
西
南
濃
森
林

組
合
と
も
各
種
の
事
業
を
通
じ
て
相
互
協
力
し
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
林
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
産
木
材
の
見
直
し
と
い

う
久
々
の
明
る
い
話
題
が
ほ
ん
の
少
し
あ
る
中
、

需
要
の
減
少
、
価
格
の
下
落
の
傾
向
は
引
き
続

い
て
お
り
、
製
材
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

山
地
災
害
防
備
、
環
境
保
全
、
地
域
資
源
供
給

の
地
と
し
て
の
森
林
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

木
材
需
要
の
拡
大
は
急
務
で
あ
り
、
次
々
と
新

た
な
施
策
を
講
じ
、
地
域
住
民
自
ら
の
手
で
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

森
林
づ
く
り
活
動
・
施
策
の
紹
介

　

本
町
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

①「
学
ぼ
う
!!
関
ケ
原
の
森
林
づ
く
り
」

　

毎
年
８
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
町
内
小
学
校

４
～
６
年
生
を
対
象
と
し
た
森
林
学
習
事
業
で
、

▲今須地区の択伐林

▲今須プロジェクトチームのメンバー

▲木工教室の様子

▲丸太切り競争の様子

▲今須杉のＰＲイベントの様子

▲今須杉を使った武将家紋シール
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【恵みの森づくり推進課　河合 高志】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8473 恵みの森づくり推進課まで

10

緑と木と水の環境教育推進事業
　清流の国ぎふが誇る「木と共生する文化」を次世代につないでいくことを目的に「ぎふ木育30年ビジョン」に基
づき、ぎふ木育を推進しています。

　保育園、幼稚園、子育て支援センターなどに講師を派遣し、森や木にふれあい、楽しむ体験講座の実施。平成
29年度は50施設で実施しました。

1 ぎふ木育教室

野遊びウォーク 木のカスタネットづくり

　小中学校、高等学校、特別支援学校の授業における地域の自然に関わる体験活動を通した学習の支援。平成29
年度は67校で実施しました。

2 緑と水の子ども会議

森林調査（木のことを知ろう） 間伐体験

　赤ちゃんから年配の方まで、一緒に木のおもちゃで遊び、木に親しむ「ぎふ木育キャラバン」の開催や、いつでも、
だれでも、ぎふ木育を体験できる「ぎふ木育ひろば」を設置しました。

3 ぎふ木育キャラバンの開催・常設版「ぎふ木育ひろば」の設置

ぎふ木育キャラバン ぎふ木育ひろば

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

　平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した「清流の国ぎふ
森林・環境税」は、平成33年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直しを
しましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

MORINOTAYORI11



活かす知恵

と を森林 人

63

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
と
人
を
つ
な
ぐ
国
際
工
芸
イ
ベ
ン
ト

「
さ
じ
フ
ェ
ス
」
開
催
！

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
久
津
輪 

雅

ン
を
作
る
の
で
す
。さ
じ
フ
ェ
ス
の
開
催
は
、

日
本
に
も
そ
ん
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ

す
の
が
狙
い
で
す
。
ヨ
ゲ
さ
ん
は
生
木
の

ス
プ
ー
ン
づ
く
り
の
第
一
人
者
で
、
世
界

的
に
有
名
な
木
工
家
。
お
か
げ
で
受
付
開

始
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
定
員
が
埋
ま
り
、

3
日
間
で
の
べ
１
４
０
人
の
参
加
者
が
日

本
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
目
的
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も

昔
か
ら
、
里
山
の
さ
ま
ざ
ま
な
木
を
用
い
て

暮
ら
し
の
道
具
を
作
る
文
化
が
あ
り
ま
し

た
。
木
杓
子
は
そ
の
代
表
例
で
す
。
そ
こ

で
日
本
か
ら
も
木
杓
子
職
人
を
講
師
に
招

き
、
日
本
の
文
化
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
に
し

た
の
で
す
。
高
山
市
の
有
道
杓
子（
う
と
う

し
ゃ
く
し
）は
、
か
つ
て
農
民
た
ち
が
農
閑

期
に
限
ら
れ
た
道
具
で
作
っ
て
い
た
も
の
。

何
と
調
理
用
の
出
刃
包
丁
で
、
生
の
ホ
オ
ノ

キ
を
削
る
の
で
す
。
実
演
に
は
、
ヨ
ゲ
さ
ん

も
日
本
人
参
加
者
た
ち
も
興
味
津
々
で
し

た
。
ま
た
会
場
に
は
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る「
雑

木
」を
製
材
し
て
い
る
三
重
県
の
武
田
製
材

　
「
こ
の
木
は
こ
こ
で
幹
が
折
れ
、
脇
芽
が

育
っ
て
新
し
い
幹
に
な
っ
て
る
よ
ね
。
こ
の

曲
が
り
を
生
か
し
て
ス
プ
ー
ン
を
作
る
ん

だ
」

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
森
の
中
で
大

勢
の
参
加
者
を
前
に
説
明
す
る
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
木
工
家
ヨ
ゲ
・
ス
ン
ク
ヴ
ィ
ス
ト
さ

ん
。
昨
年
10
月
に
開
か
れ
た「
さ
じ
フ
ェ
ス

　

〜
木
の
匙
と
杓
子
の
祭
典
〜
」で
の
一
コ

マ
で
す
。

　

い
ま
、
生
木
を
削
っ
て
ス
プ
ー
ン
を
作
る

の
が
世
界
的
に
ブ
ー
ム
な
の
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で「
ス
プ
ー
ン
フ
ェ
ス
」な
ど
と

呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
数
百
人

の
人
が
会
場
に
集
い
、
身
近
な
森
の
木
か

ら
ス
プ
ー
ン
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ブ
ー
ム
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら
急
速

に
広
が
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
人
々
が
暮

ら
し
方
や
自
然
と
の
関
わ
り
方
を
見
直
そ

う
と
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
そ
の
象
徴
と

し
て
普
段
使
い
の
生
活
道
具
、
木
の
ス
プ
ー

の
協
力
で
、
89
種
類
も
の
国
産
材
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
展
示
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま

し
た
。
身
近
な
果
樹
の
ミ
カ
ン
、
リ
ン
ゴ
、

ウ
メ
な
ど
の
木
や
、
日
本
で
一
番
重
い
イ
ス

ノ
キ
、
名
前
が
珍
し
い
バ
ク
チ
ノ
キ
な
ど
が

特
に
人
気
で
、
大
勢
の
参
加
者
が
木
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

森
の
豊
か
さ
に
触
れ
、
木
を
削
る
楽
し
み

を
満
喫
す
る
3
日
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
生
木
の
木
工
を
グ
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
と
呼
び
、
森
林
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
10
年
以
上
に
わ
た
り
普
及
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
世
界
で

同
時
代
を
生
き
る
人
た
ち
と
横
に
つ
な
が

り
、
日
本
の
豊
か
な
文
化
を
遡
っ
て
縦
に

つ
な
が
る
、
2
つ
の
視
点
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
面
白
い
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

3
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
木
工
家
が
や
っ
て

き
ま
す
よ
！

▲森のなかで説明するヨゲ・スンクヴィストさん▲カラフルでポップなヨゲさんのスプーン▲参加者全員でスプーンを掲げて「ハイ、スプーン！」
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ＮＰＯぎふ村健康増進センター
岐阜県中津川市茄子川字中畑１１２番地１６３

木造化
木の香る
ぎふの施設

61

施設の経緯
　「NPOぎふ村健康増進センター」は、平成28年６月に開設
しました。50歳以上の方を対象とし、温泉利用のリハビリ訓
練、介護予防、認知症予防のプログラムを実施しており、利用
者の「健康寿命」を支援する施設です。
　平成28年10月に「ぎふの木づかい施設」に認定され、平成
29年２月には、「厚生労働大臣認定温泉利用プログラム型高
齢者健康増進施設」として認可されました。

ここに注目！！
●広々とした空間に明るい陽射しが差し込み、施設全体に
使われているヒノキの香りと温もりが心を和ませてくれ
ます。

利用者の様子
●施設に入った瞬間に木の香りがし、リラックスでき、温かみを
感じると言っていただけています。

施設概要

事業主体 特定非営利活動法人 ぎふ村

事業年度 平成27年度

構造・
延床面積

木造　１階建て
延床面積　992.04㎡

施設用途 社会福祉施設（高齢者健康増進施設）

木材使用量
使用樹種

県産材使用量：243㎥（県産材使用率96％）
主な使用樹種：ヒノキ、スギ

木の香る快適な教育施設等整備事業
16,524千円

全体事業費 248,740千円

SAN設計室

助 成 額

設 計 者

大井建設株式会社施工業者

平成27年9月～平成28年5月工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　特定非営利活動法人 ぎふ村
　ＴＥＬ ０５７３－６８－５２１１

デイルーム
広々とした空間が

特徴です。

多目的ロビー 
　交流・休憩等様々な用途に使用できます。

訓練室
　天井は、梁・桁が

見えるように
なっています。

スロープ　
格子壁が特徴です。

MORINOTAYORI13



自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 里帰りして卵を産む、ルリタテハ － 【第320回】

　今年（平成30年）は、このシリーズを書き始めてから27年に
なる。自分ながらよく続いたものだと思う。振り返れば当時は
40代で現役のバリバリ。ネタは豊富。あっという間に完成。書
くのが楽しかった。それが今は後期高齢者の一歩手前。体力の
低下、ネタ不足、鈍くなった頭。それに気力の萎えなどで、筆
を持つ手が重い。締め切り日だけがあっという間にきてしまう。
この繰り返しで重圧の日々。そろそろ引退。私の弱い心が頭を
持ち上げてくることがある。そこで、考えたのが原稿の貯金。
ネタが見つかればすぐに書いて貯めておき、これを締め切り日
に出すことにしたのである。初めはきつかったが、これをやり出
したら、少し楽になった。ところが本誌は月1回の発行。原稿の
書き貯めは、夏に載せる原稿が冬になることもある。筆者とし
ては時季に見合った原稿を載せたいのだが、今の私には無理。
この事情を察し、時季外れの原稿が載ることをご理解いただき
たい。これが気になっていたので、原稿を書くにあたり、お詫
びをした次第である。さて、これからが本来の原稿。今年もた
くさんの年賀状が届いた。しかし、半数以上は年賀状だけのや
りとりで、中には30年以上も会っていない人もいる。当然、当
時は私も相手も若かった。その在りし日のことが脳裏に浮かび、
懐かしくなる。その一人である岩手県のI氏からの年賀状が心に残っ
た。ルリタテハについて興味あることが記してあったからである。

×　　×　　×　　×
　それではルリタテハとは、どんな蝶であろうか。まずはその
紹介。翅の長さは4㎝前後。その翅は黒みがかった紺色で、そ
こに鮮やかな瑠璃色の帯模様がある大変綺麗な蝶である。成虫
は年に２～３回発生し、主に森林やその周辺で生息し、樹液や動
物の糞などに集まり水分を吸って生活している。幼虫はサルトリ
イバラやユリ科の植物の葉を食べているが、体全体が黄白色の
棘状突起で覆われているので、多くの人は気味が悪いと言うか
も知れない。羽化した成虫は近くの森へと飛び立ち、餌場をさ
がす。それが見つかると自分の縄張りとし、後はここを定期的
に力強く飛び回って見張る。時には侵入者もいる。その時は相
手に体当たりするなど攻撃性の強い蝶でもある。時々、地面へ
降り翅を広げて休憩する。この姿がすばらしい。瑠璃色の帯が
鮮やかに映え、思わすカメラを構えてしまう。また、幼虫はサ
ルトリイバラなどの葉裏でじっとしている。棘だらけの体は不気
味というより神秘的で、これにもついカメラを向けてしまう。こ
のように魅力的なチョウなのにマニアにはあまり人気がない。ど
こにもいる普通のチョウだからである。私もその一人で関心が
なかった。

×　　　×　　　×　　　×
　I氏の年賀状には次のようなことが書いてあった。昨年スカシ

ユリの植木鉢に鋭い棘のある不気味な幼虫が何匹もいた。調べ
たらルリタテハであった。この幼虫に興味が湧き、どのように
成長するのか観察しようと植木鉢を室内へ入れた。しかし、翌
日に元の場所へ戻した。それは庭で育てば周囲の環境を覚えて
いるので、成虫になってもまた帰ってきて産卵するだろうと思っ
たからだという。ルリタテハが鮭のように生まれ故郷へ帰ってき
て卵を産む。この突飛な発想。以前の私なら笑うだろうが、今
はそうではなかった。心当たりがあるからである。数年前、我
が家の庭にルリタテハの餌であ
る小さなホトトギスがあった。
このホトトギスにルリタテハの
幼虫がいた。その後も幼虫は
毎年見られ、3年続いた。しか
し、四年目にホトトギスは枯れ
てしまったので、その後は見る
ことが出来なくなった。この時
私は、庭にホトトギスがあった
ので、これを見つけたルリタテ
ハがまたまた卵を産んだのだろ
うと思っていた。しかし、I氏の年賀状を見て、「ひょっとしたら
あのルリタテハは生まれ故郷の我が家へ帰ってきて卵を産んだ
のかも知れない。」こんな気がしてきた。

×　　　×　　　×　　　×
　ルリタテハは森林やその周辺を飛び回り、樹液を見つけて吸
水し、餌となる食草を探して卵を産む。しかし、我が家は住宅
街の一角で、空中を舞う広い空間や樹液の出ている木など無い。
それが何故わざわざ我が家の庭へ来て、1本しかない小さなホ
トトギスに卵を産んだのか。しかも3年連続なので考えてしまう。
それにもう一つ。私は近くにある伊木山の遊歩道を20年以上歩
いている。その時、サルトリイバラにいるルリタテハの幼虫を
何度も見ている。それがついているのはほとんど同じサルトリ
イバラ。少し離れているといないのである。その時は何も思わ
なかったが、今となるとひょっとしたら、これも里帰りして卵を
産んだのかも知れない。こんなことを思ってしまう。これらの
結論はわからないが、I氏にはルリタテハの生態というか生き方
の仕組みがこのように映ったのだろう。私には笑えることであっ
たが、もしかしたら真実なのかも知れない。こんなことを思っ
たら急にルリタテハに興味が湧いてきた。その発端となったI氏
の年賀状。やはり心に残る。

▲不気味な幼虫

MORINOTAYORIMORINOTAYORI MORINOTAYORIMORINOTAYORI 14



に
多
い
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

存
温
度
を
変
化
さ
せ
、
比
較
的
温
度
の
高

い
20
℃
で
も
保
存
試
験
を
行
い
、
密
封
の

効
果
を
試
験
し
ま
し
た
。
14
日
目
に
通
常

の
パ
ッ
ク
商
品
は
変
色
し
ま
し
た
が
、

20
℃
で
も
密
封
に
よ
り
変
色
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
写
真
１
）
。

　
よ
り
品
質
を
保
持
で
き
る
密
封
条
件
を

探
索
す
る
た
め
、
性
質
の
異
な
る
袋
を
用

い
て
密
封
と
変
色
の
関
係
に
つ
い
て
も
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
密
封
す
れ
ば
ど
ん

な
袋
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

同
じ
密
封
で
も
袋
の
性
質
が
、
シ
イ
タ
ケ

の
変
色
に
関
す
る
品
質
保
持
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
写
真

２
）
。

色
の
し
や
す
さ
が
品
種
ご
と
に
異
な
り
、

シ
イ
タ
ケ
自
身
が
持
つ
酸
化
酵
素
の
働
き

の
強
さ
が
、
変
色
し
や
す
さ
に
影
響
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
知
見
を
も
と
に
酸
化
酵
素

の
働
き
に
影
響
す
る
因
子
と
変
色
の
関
係

を
調
べ
て
い
ま
す
。

　
シ
イ
タ
ケ
の
酸
化
酵
素
が
働
く
た
め
に

は
、
酸
素
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
密
封

し
酸
素
の
供
給
を
減
少
さ
せ
酸
化
酵
素
の

働
き
を
抑
制
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
シ
イ
タ
ケ
の
酸
化
酵
素
と
変
色
さ

せ
な
い
品
質
保
持
お
よ
び
密
封
の
関
係
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
シ
イ
タ
ケ
の
主
要
な
出
荷
形
態
で

あ
る
ラ
ッ
プ
包
装
さ
れ
た
パ
ッ
ク
商
品
に

つ
い
て
、
密
封
す
る
こ
と
で
シ
イ
タ
ケ
の

変
色
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
が

得
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

試
験
で
保
存
条
件
を
探
索

　
シ
イ
タ
ケ
の
変
色
が
出
荷
初
期
の
初
秋

シ
イ
タ
ケ
の
品
質
低
下
問
題

　
岐
阜
県
の
キ
ノ
コ
総
生
産
額
約
28
億
円

の
中
で
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
額
は
約
23
億
円

（
平
成
28
年
）
あ
り
、
地
域
経
済
に
貢
献
す

る
重
要
な
品
目
で
す
。
こ
の
シ
イ
タ
ケ
に

関
し
て
品
質
保
持
は
重
要
な
課
題
で
す
。

生
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
が
低
下
し
始
め
る
と
、

傘
の
裏
側
の
ヒ
ダ
や
柄
の
部
分
が
茶
色
く

変
色
し
ま
す
。
こ
の
変
色
は
、
消
費
者
や

市
場
関
係
者
の
視
覚
的
な
評
価
に
大
き
く

影
響
し
、
市
場
関
係
者
ら
は
価
格
に
も
影

響
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
出
荷
後
に
シ

イ
タ
ケ
が
変
色
す
る
事
例
は
、
全
国
の
シ

イ
タ
ケ
産
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
の
酸
化
酵
素
に
着
目

　
当
研
究
所
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
品
質
保

持
と
し
て
、
全
国
で
発
生
し
て
い
る
変
色

の
対
策
技
術
を
開
発
し
、
シ
イ
タ
ケ
の
商

品
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
試
験
か
ら
、
シ
イ
タ
ケ
の
変

　
初
秋
に
は
、
ま
だ
気
温
が
高
い
の
で
、

パ
ッ
ク
商
品
が
梱
包
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を

冷
蔵
の
宅
配
便
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
冷
蔵
の
場
合
1
箱
単
位
で
冷
蔵
便
の
単

価
を
か
け
て
出
荷
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
常
温
便
で
あ
れ
ば
、
同
じ
段
ボ
ー
ル

箱
を
3
個
口
で
、
発
送
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
品
質
保
持
条
件
で
常
温
便
の
日
数

が
１
日
で
も
増
加
す
る
こ
と
が
、
出
荷
に

か
か
る
コ
ス
ト
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

森
林
研
究
所
●
上
辻 

久
敏

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

シ
イ
タ
ケ
の
変
色
す
る
仕
組
み
を
理
解
し
て
、

品
質
保
持
技
術
の
開
発
に
役
立
て
る

写真２　密封する袋の性質による品質保持効果の違い
（＊各列ごとに袋の性質が異なる）　

写真１　密封による20℃での品質保持効果（14日目）
（＊左が密封保存、右が無処理）

保存開始保存12日目
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普及コーナー

揖斐地域における
主伐再造林の取組みについて

■揖斐農林事務所 林業課 林業普及指導員　清水　力

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
5
ー
2
3
ー
1
1
1
1（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

揖
斐
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

③
検
証
結
果

　

今
回
の
皆
伐
作
業
に
つ
い
て
揖
斐
郡
森
林
組
合
か
ら

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
今
後
の
作
業
に
生
か
す
た
め

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し

た
。

○
成
果

【
伐
採
～
集
材
】

・
伐
採
に
つ
い
て
は
集
材
作
業
を
念
頭
に
入
れ
た
伐
採

方
向
の
決
定
を
行
い
集
材
作
業
の
効
率
を
上
げ
た
。

・
集
材
に
つ
い
て
は
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
架
線
系
集

材
に
よ
り
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
に
よ
る
小
運
搬
を
省
略

で
き
た
。

【
造
材
～
運
搬
】

・
市
場
動
向
を
把
握
し
材
価
に
こ
だ
わ
っ
た
造
材
が
で

き
た
。

・
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
役
割
分
担
が
う
ま
く
機
能
し
、

連
携
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

・
Ｃ
Ｄ
材
に
つ
い
て
は
自
社
運
搬
に
し
た
こ
と
か
ら
コ

ス
ト
削
減
が
で
き
た
。

○
課
題

【
事
前
調
査
】

・
プ
ロ
ッ
ト
調
査
の
標
準
地
が
少
な
か
っ
た
た
め（
２
箇

所
）、
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ず
Ａ
材
の
出
荷
量
が

大
幅
に
低
下
し
販
売
収
入
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

【
伐
採
～
集
材
】

・
全
伐
し
て
か
ら
集
材
を
行
っ
た
た
め
伐
採
木
が
重
な

り
作
業
効
率
が
低
下
し
た
。

・
送
電
線
に
よ
る
ラ
ジ
キ
ャ
リ
の
無
線
障
害
が
発
生
し

作
業
が
一
時
中
断
し
た
。

【
造
材
～
運
搬
】

・
仕
分
け
作
業
時
に
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
Ｂ
材

で
の
仕
分
け
を
優
先
し
た
。

・
造
材
時
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
少
し
離
れ
た
集

積
場
所
に
小
運
搬
し
た
た
め
作
業
効
率
が
低
下
し
た
。

・
作
業
当
初
に
集
材
、
造
材
、
小
運
搬
の
連
携
が
悪
く

作
業
に
遊
び
が
出
た
り
、
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

木
材
生
産
費
は
当
初
計
画
よ
り
若
干
削
減
で
き
た
も

の
の
、
生
産
性
は
初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
各
作
業

工
程
で
の
課
題
を
改
善
し
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
５
・９
㎥
／
人
と
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

生
産
量
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
で
し
た
が
、
予
想
以
上

に
Ｃ
Ｄ
材（
小
径
木
等
）が
多
く
Ａ
材（
製
材
用
）が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
販
売
収
入
は
当
初
計
画
と
乖
離

が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

揖
斐
地
域
で
は
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
の
た
め

の
森
林
配
置
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
木
材
生
産
性
の

向
上
に
よ
る
森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元
の
促
進
、
将

来
の
地
域
の
林
業
を
支
え
る
意
欲
と
能
力
の
あ
る
技
術

者
の
育
成
な
ど
森
林
の
適
正
管
理
と
林
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
各
課
題
に
つ
い
て
林
業
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
工
林
の
林
齢
構
成
の
平
準
化
と

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

図
る
た
め
主
伐
再
造
林
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
、
そ
の

成
果
や
課
題
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報

告
し
ま
す
。

皆
伐
の
実
施

①
事
業
計
画
の
作
成

　

主
伐
再
造
林
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
揖
斐
川
町
、
揖
斐
郡
森
林
組
合
、
揖
斐
農
林
事
務

所
の
三
者
が
協
働
し
、
事
業
地
の
選
定
、
事
前
調
査
、

事
業
計
画
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
地
の
選
定
は
揖
斐
川
町
有
林
の
中
で
も
搬
出
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
基
幹
道
が
あ
り
、
良
質

材
の
生
産
が
期
待
で
き
る
事
業
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
材
質
区
分
等
の
精
度
を
高
め
る
た
め
市
場
関

係
者
の
協
力
を
得
て
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
作

業
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
当
初
作
業
道
開
設
に
よ
る
車

両
系
集
材
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
地
形
が
急
峻
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
主
体
と
す
る
架
線
系
集

材
と
し
ま
し
た
。

②
実
施
結
果

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
伐
採
を
開
始
し
、
４
月
に
は
完

了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
途
中
ラ
ジ
キ
ャ
リ
の
故
障
等

が
あ
り
約
１
ヶ
月
遅
れ
の
５
月
中
旬
に
皆
伐
作
業
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
郡
森
林
組
合
の
協
力
を
得
て
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
分
析
を
行
い
、
伐
採
～
運
搬
ま
で
に
か
か
っ
た
実
行

経
費
と
販
売
収
入
等
の
算
出
を
行
い
ま
し
た
。

 

▲写真ー１

 
区分 計画 実績

木材生産量 784㎥ 744㎥

材質区分割合 A材65% 、B材15% 、CD材20% A材21% 、B材34% 、CD材45%

木材生産費 7,018千円（8,952円/㎥） 6,191千円（8,318円/㎥）

（伐採～搬出費） 4,390千円（5,599円/㎥） 4,641千円（6,236円/㎥）

（運搬費） 1,827千円（2,330円/㎥） 1,209千円（1,625円/㎥）

（手数料） 801千円（1,022円/㎥） 341千円（458円/㎥）

労働生産性 7.5㎥/人 5.9㎥/人

木材販売収入 8,009千円（10,215円/㎥） 6,222千円（ 8,360円/㎥）

収益 991千円 31千円

計画と 実績の比較

面積 1.5ha  スギ、 ヒ ノ キ45年生
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普及コーナー

揖斐地域における
主伐再造林の取組みについて

■揖斐農林事務所 林業課 林業普及指導員　清水　力

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
5
ー
2
3
ー
1
1
1
1（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

揖
斐
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

　

植
栽
木
の
生
育
状
況
は
概
ね
良
好
で
あ
り
、
獣
害
防

止
資
材
も
２
度
の
台
風
に
よ
る
強
風
を
受
け
ま
し
た
が

倒
壊
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
融

雪
後
、
獣
害
防
止
資
材
の
耐
雪
性
に
つ
い
て
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

④
今
後
の
対
応

　

今
後
は
再
造
林
の
更
な
る
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た

め
、
伐
造
一
貫
施
業
に
よ
る
機
械
地
拵
え
や
架
線
や
車

両
に
よ
る
苗
木
運
搬
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
多

雪
地
域
で
の
獣
害
防
止
資
材
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
２

本
支
柱
あ
る
い
は
太
い
支
柱
に
す
る
な
ど
の
検
証
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
回
は
皆
伐
が
初
め
て
の
森
林
技
術
者
が
多
か
っ
た

こ
と
や
事
前
調
査
の
精
度
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

十
分
な
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
は
今
回
の
課
題
を
踏
ま
え
、
各
工
程
で
の
見

直
し
や
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
へ
の
取

り
組
み
を
推
し
進
め
、
森
林
所
有
者
が
安
心
し
て
主
伐・

再
造
林
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
伐
再
造
林
の
事
業
地
を
確
保
す
る
た
め
管

内
県
有
林
で
も
主
伐
再
造
林
を
計
画
し
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
た
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

所
長
さ
ん
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
現
地
検
討
会

　

植
栽
開
始
後
に
植
栽
方
法
の
検
討
会
を
現
地
で
開
催

し
、
川
添
所
長
さ
ん
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
獣
害
防
止
資
材
の
設
置
も
含
め
た
効
率
の
良
い
作

業
手
順
等
に
つ
い
て
、
森
林
組
合
の
担
当
者
、
森
林
技

術
者
、
揖
斐
農
林
事
務
所
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

②
検
証
結
果

　

揖
斐
郡
森
林
組
合
の
協
力
を
得
て
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
分
析
を
行
い
、
再
造
林
に
か
か
る
実
行
経
費
と
補
助

金
収
入
等
の
算
出
、
ま
た
各
工
程
に
お
け
る
課
題
や
成

果
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

④
今
後
の
対
応

・事
前
の
森
林
調
査
を
詳
細
に
行
う
た
め
、
帯
状
プ
ロ
ッ

ト
に
よ
る
調
査
を
行
う
な
ど
販
売
収
入
の
精
度
を
上

げ
る
。

・
技
術
面
で
は
県
森
連
と
協
働
し
た
造
材
研
修
会
の
開

催
及
び
岐
阜
森
林
管
理
署
と
連
携
し
た
労
働
生
産
性

向
上
に
向
け
た
研
修
会
を
計
画
す
る
。

・
作
業
の
遊
び
時
間
を
減
ら
す
た
め
、
各
森
林
技
術
者

が
全
て
の
工
程
・
作
業
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
多
能

化
に
取
り
組
む
。

再
造
林
の
実
施

①
実
施
結
果

　

植
栽
コ
ス
ト
の
低
減
と
獣
害
対
策
に
つ
い
て
三
者
で

実
施
方
法
等
の
協
議
を
行
い
、
次
の
内
容
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
先
進
地
視
察

　

獣
害
対
策
の
効
果
や
コ
ス
ト
面
を
把
握
す
る
た
め
郡

上
地
域
で
の
先
進
地
視
察
を
実
施
し
、
防
護
柵
と
単
木

保
護
の
比
較
検
討
の
結
果
、
保
育
コ
ス
ト
の
削
減
も
期

待
で
き
る「
く
わ
ん
た
い
」に
よ
る
単
木
保
護
と
し
ま
し

た
。

○
コ
ン
テ
ナ
苗
研
修
会

　

コ
ン
テ
ナ
苗
で
の
植
栽
は
初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
下
呂
市
の
岐
阜
樹
木
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会

を
企
画
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
工
程
や
植
栽
作
業
の

演
習
、
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
川
添

　

低
コ
ス
ト
造
林
の
補
助
事
業
で
実
施
し
た
た
め
、
基

本
的
に
は
負
担
金
は
発
生
し
な
い
は
ず
で
し
た
が
、
獣

害
防
止
対
策
の
資
材
費
が
補
助
事
業
標
準
単
価
よ
り
高

く
な
っ
た
こ
と
や
林
内
の
枝
の
処
理
の
た
め
簡
易
地
拵

え
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
負
担
金
が
発
生
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

○
成
果

・
現
地
検
討
会
に
て
作
業
手
順
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
試
し
、
最
も
効
率
の
良
い

作
業
手
順
等
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
り
６
月
の
植
栽
が
可
能
と
な
り
そ

の
後
の
生
育
も
良
好
で
あ
る
。

・
ス
コ
ッ
プ
型
の
デ
ィ
ブ
ル
の
使
用
に
よ
り
、
穴
掘
り

時
間
が
短
縮
で
き
作
業
効
率
が
上
が
っ
た
。

○
課
題

・
人
肩
運
搬
に
よ
る
苗
木
運
搬
の
た
め
コ
ン
テ
ナ
苗
の

培
地
が
重
く
小
運
搬
に
苦
慮
し
た
。

・
苗
木
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
の
抜
き
取
り
が
予
想
以
上
に

固
く
手
間
が
か
か
っ
た
。

・
当
初
、
地
拵
え
は
全
木
集
材
の
た
め
省
略
す
る
と
し

て
い
た
が
、
林
内
に
予
想
以
上
の
枝
が
散
乱
し
て
お

り
、
簡
易
的
な
地
拵
え
が
必
要
と
な
っ
た
。

③
苗
木
成
長
量
調
査
の
実
施

　

苗
木
の
成
長
状
況
と
獣
害
防
止
資
材
の
有
効
性
を
把

握
す
る
た
め
、
毎
年
、
経
過
観
察
調
査
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

◆低コスト造林及び獣害対策
⃝苗木規格　スギ　コンテナ苗
⃝植栽本数　2200本／ha
　（保安林指定施業要件）
⃝植栽時期　６月
⃝全木集材による地拵え省略
⃝下刈り１回低減、雪起し省略
⃝獣害対策　くわんたい単木保護

◆苗木成長量調査
⃝調査日
　平成29年11月30日
⃝調査方法
　等高線上の緩斜面と急斜面
　に各50本抽出
⃝調査内容
　根元径、苗高、植栽木の状況、
　獣害防止資材の状況
⃝調査結果
　枯損3本
　（雑草木の侵入や根腐れ）
　奇形2本

▲写真ー2

区分

植栽工 1.7ha コンテナ苗
1,350千円

1.5ha  コンテナ苗
1,232千円

地拵え 省略 簡易地拵え
145千円

獣害対策 ツリーシェルター
2,825千円

くわんたい
2,448千円

補助金収入 4,175千円 3,311千円
収支 0千円 ▲514千円

計画 実績
計画と 実績の比較
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０（
代
）

　
　
　
　

  

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

   

岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て

18
  岐

阜
森
林
管
理
署
　
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
　
平
杤 

潤
己

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
29
年
度
に

各
森
林
管
理
署
に
２
台
の
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
に
も
２
台
の
ド
ロ
ー
ン

が
導
入
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
は
上
空
か
ら
の
動

画
撮
影
が
可
能
で
あ
り
、
森
林
・
林
業
の
業

務
に
お
い
て
様
々
な
活
用
が
期
待
で
き
ま

す
。
岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
積

極
的
に
活
用
し
、
よ
り
効
果
的
に
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
す
る
手
法
を
検
討
す
る
た
め
、
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法

　

ド
ロ
ー
ン
が
最
も
得
意
と
す
る
の
は
上
空

か
ら
の
動
画
撮
影
で
あ
り
、
そ
の
特
性
を
活

か
す
利
用
方
法
を
署
内
の
各
担
当
者
が
検
討

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
業
務
に
活
用

し
ま
し
た
。

①
治
山
：
崩
壊
地
の
状
況
を
空
撮
。
治
山
構

造
物
の
点
検
。
事
業
説
明
用
資
料
の
作
成

②
管
理
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
Ｐ
Ｒ

用
資
料
作
成
。
貸
付
箇
所
の
巡
視

③
森
林
育
成
：
シ
カ
柵
等
の
破
損
状
況
の
把
握
。

シ
カ
の
出
没
状
況
確
認
の
た
め
の
巡
視

④
経
営
：
森
林
調
査
の
精
度
を
上
げ
る
た
め

の
林
況
把
握

⑤
立
木
販
売
：
立
木
公
売
箇
所
の
販
売
促
進

用
資
料
の
作
成

⑥
土
木
：
林
道
災
害
を
空
撮
に
よ
り
把
握
な

ど

　

ま
た
、
こ
う
し
て
撮
影
し
た
映
像
を
活
用

し
て
岐
阜
森
林
管
理
署
の
業
務
を
紹
介
す
る

動
画
を
作
成
し
、
平
成
29
年
11
月
16
日
に
下

呂
総
合
庁
舎
で
開
催
し
た
「
１
０
０
年
先
の

森
林
づ
く
り
発
表
会
」
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と

　
　
改
善
策

　

今
後
、
署
内
で
ド
ロ
ー
ン
を
よ
り
活
用
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の

か
。
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
に
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
飛
行
申
請
の
作
成
に
時
間

が
か
か
る
」、「
貸
付
地
等
の
撮
影
許
可
が
取

り
づ
ら
い
」、「
編
集
が
し
た
く
て
も
で
き
な

い
」
な
ど
の
問
題
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
す
べ
て
の
職
員
が
ア
ク
セ
ス
可

能
な
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
関
す

る
情
報
共
有
の
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
申
請
事
例
や
撮
影
動
画
、

画
像
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
ド

ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
職
員
だ
け
で
な
く
、
他

の
職
員
も
動
画
や
画
像
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
さ
ら
な
る

　
　
活
用
に
向
け
て

　

今
年
度
は
ド
ロ
ー
ン
導
入
の
最
初
の
年
と

い
う
こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
こ
と
に
重

点
を
置
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
で

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
情
報
共
有
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
こ
の
情
報
共
有
の
仕
組
み
を
職
員

が
積
極
的
に
活
用
し
、
色
々
な
可
能
性
を

持
っ
た
機
材
で
あ
る
ド
ロ
ー
ン
を
よ
り
活
用

で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
県
や
市
町

村
等
へ
の
普
及
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲伐採搬出作業を上空から撮影▲導入されたドローン
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羽が生えそろっていないヒナを見つけたら？

【森林整備課　中川 貴登】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8490 森林整備課まで

岐阜県山火事予防運動実施中
岐阜県では、山火事発生件数が多くなる３月から４月までの２ヶ月間を山火事予防運動期間とし、集中的に予防運動を実施しています。
わたしたちの大切な財産である森林を守るため、次の点に注意して山火事を防止しましょう。

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。野鳥のヒナの多くは、羽が生えそろうとすぐに巣立ちの練習を始
めます。はじめはうまく飛ぶことができず地面に落ちるものもいますが、近くに親鳥がいて見守っています。
　野生動物にとって、人間が近寄ってくることは大きなストレスです。人間が保護しようとしてヒナに手を出すと、親鳥
にとっては「誘拐」になってしまいます。地面に落ちているヒナを見つけても、静かにその場を立ち去りましょう。
　また、自然に生きる野生鳥獣を勝手に飼うことは法律で禁止されています。

　近くに巣がある場合は、使い捨て手袋を使うか、ハンカチやティッ
シュペーパーなどでそっと包み、巣に戻してあげてください。発見場所
が歩道の真ん中などヒナにとって危険な場所の場合は、近くの木の枝
の上にのせる、草むらの中に置くなどして移動させてください。鳥をさ
わった後は、石鹸を使って手洗いをしてください。

山火事予防のためのポイント

山火事発生件数と発生原因

●枯れ草等のある火災の起こりやすい場所ではたき火をしないこと。
●たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること。
●風の強い時や空気が乾燥しているときにはたき火をしないこと。
●たばこは指定された場所で喫煙すること。
●たばこの吸い殻の火は必ず消し、投げ捨てはしないこと。
●火遊びはしないこと。

　暖かくなる3月からゴールデンウィークの5月上旬は、
山仕事や山菜採り、ハイキング等の目的により入山する
機会が増えるため、山火事の発生件数も多くなります。

【岐阜県動物愛護センター　岡野 司】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５75ｰ34ｰ0050 岐阜県動物愛護センターまで

山火事は人災です
山火事の大部分は、

人の不用意な火の取り扱い
から発生しています。

平成29年度山火事予防ポスター
日本森林林業振興会会長賞

松田　彩花さんの作品（岐阜県）

たき火
36%

たばこ
5%

火遊び
1%

その他
人為火 21%

落雷
3%

不明
34%

原因別発生率（H24～H28）

野鳥のヒナを拾わないで！ 第１回

●大切な森林を守るため、山火事予防に
　ついて皆様のご協力をお願いいたします。0

2

4

6

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

月別平均発生件数（H24～ H28）
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全
国
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル

山
地
災
害
防
止
標
語
及
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

平
成
29
年
度

　
平
成
29
年
度
（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協

会
及
び
日
本
林
道
協
会
主
催
の
「
治
山
・
林

道
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部
門
」
と
（
一
社
）
日

本
治
山
治
水
協
会
主
催
の
「
山
地
災
害
防
止

標
語
及
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
岐
阜
県
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

第
33
回
民
有
林
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
予
防
治
山
工
事
　
岩
田
西
一
丁
目

株
式
会
社
扇
屋
　
河
野 

春
男

日
本
林
道
協
会
長
賞

　
道
整
備
交
付
金
事
業
　
白
尾
～
鷲
見
線

株
式
会
社
前
田
土
木
　
前
田 

守
廣

第
40
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞

　
林
道
　
大
滝
～
大
沢
線

恵
那
市
長
　
小
坂 

喬
峰

第
18
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
奥
地
保
安
林
保
全
緊
急
対
策
事
業
「
大
谷
」

　
　
中
濃
農
林
事
務
所
　
大
坪 

武
司 

第
18
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞

　
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業
公
共
林

道
開
設
工
事

可
茂
農
林
事
務
所
　
林
務
課

平
成
29
年
度
山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
【（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
】

揖
斐
川
町
　
佐
野
　
守

「
牙
を
む
く 
い
つ
も
の
や
さ
し
い 

あ
の
山
が
」

平
成
29
年
度
山
地
災
害
防
止
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
【（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
】

岐
阜
市
　
上
村 

康
人

「
治
山
事
業
は
山
間
集
落
を
守
る
」

【
山
林
協
会
　
瀬
上 

繁
隆
】

林道　大滝～大沢線

「治山事業は山間集落を守る」

道整備交付金事業　白尾～鷲見線

農山漁村地域整備交付金
事業公共林道開設工事

予防治山工事　岩田西一丁目

奥地保安林保全緊急対策事業「大谷」

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 20



4月号
予定

4月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（16）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（152）
●山のおじゃまむし（321）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（64）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（62）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　「ぎふ森林文化センター」では、12月に火災を想定した避難訓練と初期消火訓練の後、セ
ンター１階に設置してあるAED（自動体外式除細動器）を効果的に使用するための講習を行
いました。
　心肺が停止している人の救命処置について、消防署員から一通りの救護方法の説明を受け

た後、女性職員が第１発見者となりAED講習が始まりました。
　倒れている傷病者を見つけたら、先ず意識があるかを確認し、周りの人に協力を求めて、消防署に通報す
る人、一緒に心肺蘇生する人を集めます。
　心臓マッサージ（胸骨圧迫）は、胸部を５cmほど沈む強さで１分間に100回くらい、童謡の「うさぎとか
め」の「もしもし亀よ　亀さんよ～」のリズムで勢いよく30回を２名交替で行います。
　その後、AEDの電源を入れて操作します。AEDが次の動作を音声説明してくれるので、それに沿って胸骨
圧迫を行うなどしながら救急車の到着を待つと説明を受けました。　
　心肺停止に陥ったあとの除細動が1分遅れるごとに、救命率は7～10%ずつ下がっていきます。使用法を覚
えておくと、突然のけがや病気で倒れた人が脳の障害を残さずに社会復帰できることに貢献できます。

「森林のたより」編集委員　山下 篤志

　森林の立木を伐採するときには、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」（以下、伐採届）の提出が必要ですが、平成29年４月１
日以降に提出された「伐採届」に基づいて立木を伐採（主伐）した場合には、「伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告書」（以下、
状況報告書）を提出することが義務づけられています。

Q.届出・報告の対象となる森林は？
　対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林（保安林を除く）です。
　なお、保安林の伐採や林地開発を行う場合は、手続きが異なりますのでご注意ください。

Q.誰が提出するの？
　・伐採届は、森林所有者もしくは伐採をする（権原を有する）者が提出します。
　　伐採をする（権原を有する）者と造林をする（権原を有する）者が異なる場合は
　　連名で提出します。
　・状況報告書は、造林をする（権原を有する）者が提出します。

Q.いつ、どこへ提出するの？
　・伐採届は、伐採を開始する日の９０日から３０日前まで
　・状況報告書は、造林（天然更新）が完了した日から３０日以内
　いずれも対象森林の所在する市町村が提出先となります。
Q.添付書類は？
　伐採届及び状況報告書には場所の位置図を添えてください。

【林政課　平塚 祥吾】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8471 林政課まで

森林・林業関係イベントカレンダー（4月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

4月17日㈫

4月18日㈬～
4月19日㈭

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）●講習時間： 9:30～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 18日 8:30～17:40 学科
　　　　　   19日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：1日目 　 8:30～16:30 学科
　　　　　　　　　16:30～17:30 学科試験
　　　　　  2～4日目 8:30～17:30 実技・試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

18日（学科）ぎふ森林文化センター
　　　　 　（岐阜市六条江東2-5-6）
19日（実技）岐阜県森連岐阜林産物共販所
　　　　 　（関市倉知字物見山4660-16）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

伐採及び伐採後の造林の届出制度のお知らせ

の日の90日から30日前までに伐採届を提出
の日から30日以内に報告書を提出

伐採届
提出 伐採 天然更新完了

更新確認期間
の末日

5年間

届出書 位置図 報告書 位置図

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

学科：伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
実技：ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

フォークリフト
運転技能講習4月24日㈫～

4月27日㈮ 受講資格：
自動車普通運転免許
所持者
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 1月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

310

320
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（1月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ４ｍ元木良材、品薄により高値。ヒノキ並材４ｍ土台取り強含み、造
材は４ｍ（16～22㎝）が有利。ヒノキ二番中目材は荷動きも少なく、弱含
み。製紙パルプ向け針葉樹２ｍ、３ｍ、４ｍかなり不足。製紙パルプ向け広
葉樹原木は受け入れ制限となっており、予定される方は共販所担当者まで
一報ください。（岐阜）

　スギ良材の後押しもあり活発な応札となった。スギ並材3m、4ｍ（16～
24㎝）不足。スギ4ｍ元木、二番ともに中目、中目上、不足しており強含
み。需要期を迎えヒメコ、マツ、応札多く人気。広葉樹は良材は相変わらず
の人気で強気。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ、３ｍ、４ｍ、６
ｍは応札も多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ばい、６
ｍ（16～20㎝）は価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札
多くやや高値、二番玉並材３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、
欠点材は売りにくい。（スギについては、県内新工場稼働（長良川木協）に
つき今後原木の流れが良くなるが、荷不足感が強い。）（東濃）

全般的に横ばい（弱含み）で推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,580

「はぎ」は、漢字で「接ぎ」と書きます。幅の狭い木材を幅方向に接着して幅
の広い板を得る技術を幅はぎと呼び、この技術で作られた材料を幅はぎ材と
呼びます。

幅はぎ材
はば　　　　 ざい

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1648回

2月13日

2月7日

2月8日

岐
阜
共
販
所

第1225回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

19,600
23,000
－
－
－
－
－
－
－
－
－

40,000
－
－

50,000
－
－

18,700
－

26,000
31,300
－

13,400
18,000
65,000
29,000
30,000
36,000
－

30,000
200,000
30,400
－
－

12,500
11,400
13,500
12,700
12,500
13,500
17,000
15,800
16,800
14,500
16,500
23,000
12,000
12,000
12,000
16,500
16,000
16,000
－
9,000

10,000
16,000
16,000
－

20,000
12,700
12,900
13,400
17,200
14,900
20,000
9,000

15,200
20,000
27,600
7,500

10,000

第1558回

東
濃
共
販
所
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